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創造者ぬ鶴岡尊駆歴鷹  

株式会社アルゴテクノス21  

代表取締役社長  佐藤 雄≡朗  

はわずか数ミリ囲方のチップにUNIVÅC－‡の  

約且千万倍の能力をもたらし，利用捜術の発達と  

共に産業構造，社会構造の大変革を起こしつつ高  

度情報化社会から2且世紀の知識社会への途をたど  

る最も重要9 貴重な技術として位置づけられてい  

ます。   

しかしこのコンビュいタ開発の過程の中で，こ  

の事業がいかに難しいかを知らされてきました。  

特にソフトウエアと通信技術が融合化され，IT  

（宜mformatiom Tec呈1nO鼠og・y）技術へと大きく変  

貌した今ワ 世界中の産業史」二最大の犠牲が払われ  

ている事実はこれを裏づけています。コンピュー  

タ産業ほ黎明期椚成長期一発展期一爛熟期を経て  

情報産業へと発展し9 今ふたたび無限の成長性を  

秘めるⅠ甘産業の黎明期を迎えましため   

コンピュータシステム発達の歴史の調べから教  

えられることは誠に数多くあります。歴史や伝記  

には感動があり9 それが尊いのだと，私は思いま  

すu   

1946年2月15凱 ペンシルバニア大学では歴史  

的な記念行事が催されました。   

真空管且万8000本，所要床面積165平方メート  

ル（且00畳分），重量3¢トン，史上初のコンピュー  

タEN丑ÅCの完成式であります∂ それは∬．P。エ  

ッカート．針牒軋モ山クリ】両博士の2年間にわ  

たる言語に尽くせぬ努力と，20万人時を超える協  

力者たちの支援，そして総額49万ドルに及ぶ開発  

費の結晶でありました。   

円周率を当時としては驚異的な2035桁まで計算  

し9 シャンクスの707桁には528桁旨から後に誤り  

があることを発見したのも，このEN‡ACでした  

が9 EN瓦ACの誕生は半世紀後に展開される第三  

次産業革命の引き金となる9 人類魔上最大の発明  

の1つと言えます。その評価はモ叫ルスの通信機，  

ベルの電話，エジソンの電灯，シーメンスの電車，  

ダイムラ叫¢ベンツの自動車等に優るとも劣らぬ  

ものです由 その後9 フォン宙ノイマンの協力を得  

てプ田グラム内蔵方式の考え方を取り入れた  

EりVAC9 B耳NACの開発を経て，且948年一散界最  

初の汎用コンピュータUNIVAC－Ⅰが米国人口  

統計局に納入されました① このコンピュータは英  

数字が直接取り扱え9 完全な自動検算回路が備え  

られ9 正逆両方向に読み書きできる磁気テープ装  

置を有する本格的データ処理システムであり，全  

世界が冒を見張り，驚嘆，賛美の渦が巻き起こり  

ました。さて9 50年後の今臥 驚異的な技術革新  

謁⑳8（2）  

ソフトウエアに関しては，私の終生忘れられな  

い事件が2つあります。   

1つはあのハードウエアエンジニアであったエ  

ッカhト博士が1960年来日の際，これからのコン  

ピュータ技備の最も重要な点はハードウエアより  

もソフトウエアであると言われた言葉です。   

もう1つは，1973年第一次オイル。ショックの  

オーヾレーションズ。リサーチ   
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時，ウォールストリート・ジャーナルが書いた名  

言です．   

それは“これからの世界経済の発展を阻害する  

要因があるとすれば2つある．1つはオイル，1  

つはソフトウエアである．’’というものです．物  

的資源であるオイルと知的資源であるソフトウェ  

アが潤沢に供給されないと大変なことになるとい  

う警告でありました．わが国は文字どおり両者と  

も輸入依存率99％であり，ひしひしと実感してい  

ます．   

“ソフトウエアの母”として高名なグレース・  

M・ホッパー 博士の全力が注がれたCOBOLは米  

国国防省を中心としてつくられた共通言語であり  

ますが，全世界のデータ処理の生産性を飛躍的に  

向上させました．   

通信技術の発展はオンライン・リアル・タイム  

システムの普及に素晴らしい貢献を及ぼしました．  

1961年米国海軍の潜水艦から航空母艦まで仝艦船  

に搭載したコンピュータは，NTDS（Naval  

TacticalDefence System）として第一艦隊か  

ら第七艦隊まで，すべて装備され，コンピュータ  

とソフトウェアと通信の融合されたオンラインシ  

ステムの原点ともいうべき大傑作でありました．   

同時に空軍で開発されたSAGE（SemiAuto－  

matic Ground Environment）は，超小型，高  

性能コンピュータが戦闘機から戦略爆撃機まです  

べて搭載された全世界防空管制組織綱であり，こ  

の両者のオンライン技術が宇宙船の月への往復を  

実現させたアポロ計画へと発展しました．   

このオンライン・リアル・タイム技術はジェー  

ムス マーティン博士の提言，予見のとおりあら  

ゆる産業の情報システムに活用され，デジタルエ  

コノミーの世界へとますます拡大しつつあります．  

1969年のARPAnetから1980年代のMILnet，  

NSFnetへと引き継がれ，商用プロバイダーの参   

1998年6月号  

入により今日のインターネットへの展開はまさに  

歴史的感動であります．今，IT技術によるIT  

産業は米国，欧州，日本においてすでにGDPの  

10％を超える巨大産業となりました．特に素晴ら  

しい数々のベンチャー企業が産業構造の改革を推  

進しつつあります．   

マイクロソフト，インテル，シスコシステム，  

オラクル，サンマイクロ等々米国NASDAC市  

場の時価評価上位20社の70％はIT産業でありま  

す。それらの技術はジェームズワットの蒸気機  

関による第一次産業革命をはるかに超える第三次  

産業革命を引き起こし，デジタル，ボーダレス，  

規制緩和というキーワードを中心に，あらゆる産  

業，国家のインフラとして終りの見えぬ変貌と発  

展を遂げつつあります．   

パスカル，バペイジ ，オーガスタ，ブッシュ，  

アイケン，モータリー，エッカー ト，ホッパー，  

トンプソン，ゲイツ，……多くの人々がコンピュ  

ータからITへと長い年代にわたり栄冠を抱いて  

立ち並びます．   

それは人々の美しい欲望，それを満たそうとす  

るための着想，忍耐，勇気，精励を含む努力の象  

徴であります．それが尊いのであります．   

テクノロジーと経済，文化，社会を結びつけ，  

新たなる世界を創り出すことこそIT産業の使命  

であります．1955年（昭和30年）わが国初のコン  

ピュータの導入に係わって以来43年，この産業に  

身を置く幸運を痛感しつつ，創造者たちの尊い歴  

史と伝統を継承し，そして次の世代に継承させる  

ことが，私たちの責務であると思います。  
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